
地域での緊急入院の状況

新宿区緊急一時入院病床確保事業の実績

• 平成１８年４月～９月利用者２５名中、

後期高齢者２１名

利用者に多く見られる病状など

１位 脱水 ８件（３２％）

２位 肺炎（疑い含む） ６件（２４％）

２位 食思不振 ６件（２４％）

この傾向はここ数年変わらない
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実際の場面ではーその④排泄

●訪問看護師によりフィジカルアセスメント後

•下剤の調整が必要と判断

•浣腸が必要と判断

•摘便が必要と判断

•導尿が必要と判断

◎緊急性もあり、医師と相談の上（事後報告の
こともある）実施している
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